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日本教育工学会の発展を期待して 
 

                                あかほり かんじ 

赤堀 侃司（東京工業大学） 
 

２００６年を迎えて 
 この原稿が皆様に届く頃は、２００６年の新しい年を迎えられていると思いますが、この原稿そのものは、

２００５年の暮れに書きました。情報教育でも、ポスト２００５年のＩＴ戦略と言われるように、２００６年

は新たな展開の年でもあります。昨年の徳島大会では、矢野副会長を中心とした盛大な大会が開催されました

が、今年は関西大学です。久保田先生、黒上理事を中心にして、活気ある大会になりますように、期待してお

ります。徳島大会では、清水理事による、論文の書き方・査読の仕方が、大変に好評で今年も続けてほしいと

いう要望がでました。論文は学会の顔であり表看板ですから、優れた論文誌になるよう今後とも努力して参り

たいと思います。 
是非多くの投稿をよろしくお願いします。 

 

新分野の拡大を 
 ２００４年の東京工業大学での２０周年の大会で、３日目の課題研究での思い出があります。最終日なので

すが、議論が白熱して、参加者が減っていないのです。人数だけでなく、中身の議論が面白く、会場校の責任

者にも関わらず、思わずその場に釘付けになってしまいました。その時、確か経済学部の先生だったと記憶し

ていますが、興味深い意見を出されて場が盛り上がったので、印象に残っています。教育と工学の分野だけで

なく、他分野の専門家の発想は、このように面白いのかと、感心しました。そこで、教育工学が面白い研究分

野になるには、他分野の専門家と協同する必要を感じました。 
 研究が面白くないと、人は集まりません。誰でも経験しているように、大会でも斬新な発想や面白そうな発

表には、人が集まります。そこに熱気が出てきます。そこで、今年は是非他分野の方も興味を持って発表して

もらえるように、期待しております。 
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ショートレター増刊号の論文募集のお知らせ（第二報） 

日本教育工学会論文誌 Vol.30, Suppl.の発行 

論文受付締切：平成 18 年 4 月 3 日(月) 編集委員会事務局必着 

 

 

日本教育工学会論文誌 Vol.30, Suppl.は、年 1 回

発行されるショートレターの増刊号です。投稿規定お

よび原稿執筆の手引きを参照の上、奮ってご投稿下

さい。 

 

ショートレターの採録条件は、Vol.27 より以下のよう

になりましたのでご注意下さい。 

(詳細は、JET117 号参照) 

1. ショートレターは、刷り上がり 4 ページ厳守。 (4 ペ

ージを超えるものは採録しない)  

2. ショートレターでは、筆頭著者(ファースト・オーサ

ー)は本学会会員であることが条件です。あるいは、

筆頭著者が投稿時に入会手続きおよび会費等を

納入することが必要です。なお、各会員は本ショー

トレターを年 1 編に限り投稿できます。 

3. 平成 18 年 12 月に発刊の予定です。 

 

ショートレターの内容については、例えば、以下の

ような内容が考えられます。 

 

・ 全国大会や研究会で発表した内容をまとめたもの 

・ 教育実践をベースにした実践と知見をまとめたもの 

・ 教育システム開発など 

・ 教育工学研究としての速報的な内容 

・ 卒業論文や修士論文等としてまとめた内容、など 

 

 

 

なお、ショートレターで掲載された内容を、研究的

に発展させてまとめて、論文採録の条件を満たすと

思われる内容は、学会論文誌に投稿することができ

ます。 

 

ページ数が限られていることから、タイトル、著者、

内容については十分厳選の上、ご執筆下さい。 

特に、ショートレターの趣旨から、多人数の連名著

者はさけてください。研究全体がプロジェクトチーム

による共同研究であっても、実際にショートレターの

限られた内容に直接携わり、執筆した研究者にしてく

ださるようお願い致します。 

 

ショートレターの査読日程予定(平成 18 年度)： 

4 月中 担当及び査読者の指名 

5 月  編集委員会で査読進捗状況の確認 

7 月  編集委員会で採録、返戻の第１回決定 

9 月  編集委員会で採録、返戻の第２回決定 

10 月  最終原稿の提出 

11 月  著者校正 

12 月  増刊号発行予定 

 

投稿論文の送付先： 

日本教育工学会 編集委員会 事務局 

〒141-0031 東京都品川区五反田 1-13-7 

マルキビル 

電子投稿でも受け付けています。 

http://www.jset.gr.jp/ 
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日本教育工学会論文誌 
 

特集号「情報教育の成果と課題」のご案内（最終報） 
 
 本学会では、文部科学省が「情報教育」を教育内容として整理する以前から、様々な場面で情報に関わる

教育実践について、その内容論や方法論を取り上げ、着実な研究成果をあげてきました。また、初等中等教

育における「情報教育」の骨格が固まった今日においても、新たな課題が日々生まれ続けており、新しい試

みにも無関心ではいられません。たとえば、社会の情報通信環境の急速な進展に対して情報教育を陳腐化さ

せないためにはどうしたらよいのか。また、教育の情報化政策によって拡充されてきた学校における情報通

信環境を生かした授業実践はどうあるべきなのか。さらには、初等中等教育において累積される学習成果を

受けて、高等教育や生涯教育における情報教育はどのように変化させたらよいのか。市民教育としての情報

教育と高度な専門職の養成とをどのように切り分け、また統合したらよいのか。新たな課題が山積していま

す。 
 そこで、日本教育工学会では、情報教育について、今後の普及・進展のために必要な研究を幅広く扱った

特集号を企画し、下記要領により論文を募集することにしました。対象は初等・中等教育、高等教育、生涯

教育・企業内教育など、幅広くとらえております。これらの分野で研究や教育実践をしておられる会員各位

にはふるってご投稿くださいますようお願いいたします。 
 
１．対象分野 
 
 ・情報教育の発展状況に関する調査研究・事例研究 
 ・既存の情報教育の問題点を解決するための開発研究 
 ・情報教育に関するカリキュラム研究・理論研究 
 ・情報教育の評価手法に関する研究 
 ・内外の情報教育の政策・制度・組織に関する研究 

 ・新しい情報技術・情報環境を扱った情報教育の試行的研究 
 ・情報教育と能力測定，入学試験について 
 ・情報教育の教材・コンテンツの作成技法 
 ・企業における人材育成と情報教育 
 ・その他の情報教育に関するあらゆる研究 

 
２．募集論文の種類 
 
 通常の論文誌同様に、論文、資料、寄書を募集します。投稿規程ならびに査読は、通常の論文誌の場合と

同じです。なお、ショートレターとして既に掲載されている内容あるいは研究会や全国大会で発表された内

容を発展させ、論文として投稿することも可能です。 
 
３．論文投稿締切日 
 
 2006 年 2 月 6 日（月）（2006 年 12 月発行予定） 
 
４．論文送付先及び問い合せ先 
 
 原稿は、この「原稿執筆の手引」（http://www.jset.gr.jp/thesis/index.html）に従って執筆し、編集委員

会事務局へ送付してください。電子投稿することもできます。 
  【問合せ先】日本教育工学会 編集委員会事務局（http://www.jset.gr.jp/） 
         〒141-0031 東京都品川区西五反田 1-13-7 マルキビル 
         Tel/Fax：03-5740-9505  電子メール：jet-editor@japet.or.jp 
 
５．特集号担当編集員会 
 
 本特集号では、特集号担当編集委員会を組織し、より広い範囲で「情報教育の成果と課題」についての論

文を募集したいと考えております。多数のご応募をお待ちしております。 
 
  編集委員長：鈴木克明（岩手県立大学） 
 副編集委員長：松居辰則（早稲田大学） 
  委   員：赤倉貴子（東京理科大学）  伊藤紘二（東京理科大学）  木原俊行（大阪市立大学）

        近藤 勲（岡山大学）    正司和彦（兵庫教育大学）  永野和男（聖心女子大学）

        西野和典（九州工業大学）  東原義訓（信州大学）    平嶋 宗（広島大学） 
        宮田 仁（滋賀大学）    室田真男（東京工業大学）  渡辺博芳（帝京大学） 
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日本教育工学会「２００５年度 冬の合宿研究会」開催案内（第二報） 

テーマ「インストラクショナルデザインの知見を生かして、あなたの授業をポリッシュアップ」 

－あなたのマイフェアレディ・プロジェクト－ 

 

 

 今回の合宿研究会では、高等教育において、日々授業を実践しておられる方で、その授業を改善していく

ことに関心のある研究者・実践者を主な対象とします。ワークショップ形式によって、インストラクショナ

ルデザイン(以下、ID)の知見を生かし、参加者個々の授業をポリッシュアップしていくことを企画していま

す。特に e-Learning などの ICT を活用した授業実践に焦点化して、受講者相互に協力していくことを考え

ております。 

 

 具体的には、まず、アメリカおよび日本における ID に関する知見や現状と、ICT を活用した優れた実践

事例をご紹介頂きます。次に、授業改善のための検討事例をいくつか挙げ、議論の叩き台にします。検討事

例についての議論を踏まえ、参加者各自がご自分の授業設計・教授活動を振り返り、次年度の授業実施に向

けてポリッシュアップしていきます。 

  

 以上のように具体的な ID を再構成する実習をとおして、私たちの授業スタイルにあった ID とはどのよう

なものなのか、議論を展開していきたいと考えています。ICT を活用した授業実践に関心ある方、ID に興味

のある方は、ふるってご参加くださるようお願いいたします。 

 

 

１．日時・会場等 

  日 時：2006 年 3 月 25 日(土)13:00 ～ 3 月 26 日(日)12:30 

  会 場：東京都区内（調整中、決まり次第 Web に公開いたします。URL: http://it1.nara-edu.ac.jp/ed-plan/） 

 

２．費用と宿泊 

  参加費：2,000 円 （資料代および会場費として） 

  宿  泊：同一施設内での宿泊を必要としない開催といたします。 

      参加者の方は、各自でホテル等に宿泊をお取りください。 

 

３．参加申込みの手続き 

     次のサイトからお申し込み下さい。URL : http://it1.nara-edu.ac.jp/ed-plan/ 
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４．内容とスケジュール（多少変更する可能性があります） 

<3 月 25 日(土)> 

13:00-13:30 受付 

 

13:30-14:30 基調講演 『ICT 活用とインストラクショナル・デザイン』（仮）  

        岩手県立大学  鈴木克明先生 

 

14:40-15:40 事例紹介 

岐阜大学  益子典文先生 

大学において、授業を ID の知見を生かして改善しながら実践されている事例をご紹介頂きます。 

 

15:50-16:50 事例検討ワークショップ（その１）「ＩＤモデルの検討」  

今回、われわれが共通に検討を進めていく題材として、日本教育工学会の会員の多くが実践されておられたり、

関心を持っていると推察される情報教育関連の授業科目を取り上げたいと思います。 

題材については、冬の合宿担当委員がふだん大学で行っている講義を検討事例として提供いたします。 

 検討事例 1 奈良教育大学 伊藤剛和（企画委員会委員・冬の合宿担当） 

 検討事例 2 専修大学 香山瑞恵（企画委員会委員・冬の合宿担当） 

 検討事例 3  上越教育大学 井上久祥（企画委員会委員・冬の合宿担当） 

これらの検討事例を５～６人で１グループになって頂き、再設計し意見交換を行うことを通じて、お互いで取り組

んでいる授業の概要や教材群、実施上の問題点を共有し、われわれ独自のＩＤの在り方を探っていきます。 

特に、ワークショップ（その１）では、各自が拠り所としている ID のモデルを中心に議論を進めていきたいと思いま

す。 

 

<3 月 26 日(日)>  
 9:00-10:00 事例検討ワークショップ（その２）「具体的な授業の改善」 

ワークショップ（その２）では、前日にグループに分かれて議論し、共通理解を図ったＩＤのモデルに基づきながら、

具体的な次年度の授業計画や教材群の改善を検討します。特に、授業を効果的なものとするためのＩＣＴを活用し

た具体的な手立てを中心に議論を進めていきたいと思います。 

 

10:10-10:50 各グループより発表 

各グループから１人登場頂き、２日間のワークショップで検討したＩＤのモデルや実際に改善が施された授業計画

や教材群を紹介頂きます。 

  コメンテータ 

岩手県立大学 鈴木克明先生 

佛教大学 西之園晴夫先生 

 

11:00-12:00  まとめと提言 

佛教大学  西之園晴夫先生 

 

12:00-12:20  総括 

上越教育大学  南部昌敏先生（企画委員会委員長） 

 
５．今後の情報提供 

 詳細は変更されることもあります。最新の情報は Web 上で逐一公開していきますのでご覧下さい。 
 URL: http://it1.nara-edu.ac.jp/ed-plan/ 
 
６．問い合わせ先 

 takekazu.ito@takekazu.jp （奈良教育大学 伊藤 剛和）  
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日本教育工学会研究会 Web Page  http://www.nime.ac.jp/EduTech/ 

研究会の開催 
 

 

テーマ 学習理論と学習環境の拡張 
●日  時：２００６年１月２８日（土） 

●会  場：大阪大学吹田キャンパス 人間科学部東館２階２０７ユメンヌホール 
〒565-0871 吹田市山田丘1-2 

●開催担当：西端律子（大阪大学）nisibata@hus.osaka-u.ac.jp Tel:06-6879-8136 
●交通案内  大阪モノレール「阪大病院前」下車 徒歩約５分 
http://www.hus.osaka-u.ac.jp/common/access/ (交通案内を確認頂けます) 

研究会は当日受付にて同研究会の報告集（1,000 円）をご購入いただければ，一般の方でも参加可能です． 

●プログラム：        発表時間：発表1件につき25分（発表20分程度，質疑5分程度)の持ち時間です。 
開会挨拶・諸連絡 9:45-9:55 
午前の部(10:00-12:05) Ａ会場(１０５教室) ・Ｂ会場（１０６教室） 
(A-1）乗法・除法における順思考と逆思考がもたらす脳内ヘモグロビン濃度変化の差異について 

岡本尚子・菅井勝雄・前迫孝憲（大阪大学大学院）黒田恭史（佛教大学） 
(A-2）脳情報の復号化がもたらす形式陶冶と実質陶冶の新たな展開 

黒田恭史（佛教大学）岡本尚子（大阪大学大学院） 
(A-3)遠隔映像協調環境の分析 

重田勝介（大阪大学大学院） 
(A-4)遠隔交流学習支援システムとしての「超鏡」の一検討－大阪大学と清華大との遠隔授業を事例として－ 

今井亜湖（岐阜大学）劉威（大阪大学） 
(A-5)国際交流学習におけるコーディネータの役割に関する研究 

奥林泰一郎・重田勝介・中澤明子・岡田香菜子・前迫孝憲（大阪大学大学院） 
(B-1)大学における情報教育での育成すべき能力について－デザイン手法の検討－ 

横山宏（大阪電気通信大学）下倉雅行（大阪大学）中村民明・飯田慈子（tami情報教育研究所） 
正木幸子（大阪商業大学）野口紳一郎（龍谷大学）石桁正士（大阪電気通信大学）松永公廣（摂南大学） 
岩崎重剛（やる気教育研究所） 

(B-2)人文系大学生を対象としたIT技術教育の検討－Webによる調べ学習の実践報告－ 
浅羽修丈（神戸大学大学院）大月一弘（神戸大学）柏木治美（神戸大学国際コミュニケーションセンター） 
石桁正士（大阪電気通信大学） 

(B-3)レポート作成を題材とした「情報的な見方・考え方」の指導法の検討 
久東光代（日本女子大学）松田稔樹（東京工業大学） 

(B-4)学校-大学間の地域連携モデルに基づく大学講義の改善 －学校現場の実践知が教員養成系学部学生に与える
効果－ 
井上久祥（上越教育大学）益子典文（岐阜大学） 

(B-5)表現キーワードを手がかりにした自己評価文書分類システムの開発－学習者の自己評価文書に対するフィー
ドバック支援－  
白戸祥子（関西大学大学院）村田忠彦・黒上晴夫（関西大学）内垣戸貴之（関西大学大学院） 

------------------------------------- お昼休み（12:05～13:15） ------------------------------------- 
午後の部(13:15-14:30) Ａ会場（１０５教室）・Ｂ会場（１０６教室） 
(A-6)wikiによる学習コンテンツの促進 

佐野彰（九州産業大学） 
(A-7）映像制作過程と学習に関する理論的検討とその実践 

栃澤健史・内海博文・西端律子（大阪大学大学院） 
(A-8）YGPI(矢田部・ギルフォード性格検査）判定支援システム 

辻岡圭子（大阪大学大学院）辻岡光宏・辻岡宏美(日本心理テスト研究所(株）） 
(B-6)小学校を対象とした携帯電話利用に関する意識調査  

糀洋（鳥取市立西郷小学校）山岸正明（鳥取大学） 
(B-7)コンピュータで作文を書く学習における子どもと教師の相互作用の分析 

東原文子（筑波大学）土橋永一（聖徳大学） 
(B-8)自閉症の幼児へのVOCAを用いた要求言語行動の形成  

永田真吾（筑波大学）干川隆（熊本大学） 
------------------------------------- 休憩（14:30～14:40） ------------------------------------- 

午後の部２（パネル討論会）(14:40-16:30) ２０７教室 
 テーマ：拡張された学習環境における教育実践 

 パネラー：森田英嗣（大阪教育大学）黒田卓（富山大学）黒上晴夫（関西大学）西端律子（大阪大学） 
司会：前迫孝憲（大阪大学） 指定討論者：菅井勝雄（大阪大学） 

閉会挨拶・諸連絡 16:30～16:40 

研究会 

2005 
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研究報告集年間購読のお勧め 
 研究会の報告集は，会員・非会員に関係なく年間予約により購読できます。予約価格は年 5 冊，各研究

会平均13件程度（平成16年度実績）の研究発表で，年間合計500 ページ前後になります。価格は郵送
料込みで 3,500 円です（当日売りは割高になります）。詳しくは，学会本部事務局までお問い合せくだ
さい。 
〒141-0031 東京都品川区西五反田1-13-7マルキビル TEL:03-5740-9505 E-mail: office@jset.gr.jp

研究会の発表募集 

 教育の情報化～ポスト２００５年の教室～ 
 ●日  時：2006年3月11日（土） 
 ●会  場：金沢大学  
 ●開催担当：中川一史（金沢大学） 
 ●申込締切：2006年 1月11日（水） 
 ●原稿提出：2006年 2月11日（土） 
   ＊原稿は，PDF形式で電子的に提出することもできます。 

●募集内容： 
ポスト２００５年に向けて、ICT を活用した「わ

かる授業」の提案やブロードバンド、携帯電話の普
及などへの対応、IT 人材の育成や校務を含めた ICT
環境など、情報教育、教育の情報化をテーマとした
発表を幅広く募集いたします。 
●応募方法： 
 研究会Web Pageの「発表申し込みフォーム」より
お申し込みください。 

●申し込み締切：2006年 1月11日（水） 
 締切後，申し込まれた方宛に発表の採択結果を電子メールにて連
絡いたします。また，採択された方には執筆要項を電子メールにて
送付いたします。 
●原稿提出期限：2006年 2月11日（土）必着（厳守！）でお願いい
たします。執筆要項に記載された宛先にお送りください。なお，PDF
形式（サイズは1Mバイト未満）での原稿の電子的な提出を受け付け
ます。提出先は，研究会幹事（jset-submit@nime.ac.jp）です。電
子メールに添付して送ってください。 

研究会の今後の予定 

今後の研究会開催予定は下記の通りです。今年度からは，全国大会が開催される９月には研究会を開催せず，年
５回の開催となります。 

２００６年５月２７日（土） 子どもとメディア 奈良教育大学 

研究会委員会からのお知らせ  
 研究会に関するご意見・ご希望，魅力的な研究会テーマの提案，研究会での企画などをお気軽に研究会幹事，委員までご連絡
ください。連絡先は次の通りです。 
 ■ （研究会全般，研究会Web Page，研究会発表の申込，変更等，原稿執筆）に関するお問い合わせ 
                                  ⇒ 研究会幹事   jset-branch@nime.ac.jp 
 ■ （年間購読，原稿提出）に関するお問い合わせ          ⇒ 学会本部事務局 office@jset.gr.jp 

研究会の報告 

本研究会は「ＩＣＴ活用と教育評価」というテーマの元に、全 12 件の研究発表

がおこなわれました。内容を大別すると、(1)授業評価方法・教材評価方法に関する

もの、(2)ICTを活用した新しい教育方法の提案・教材開発に分けられます。 
(1)では大学における情報リテラシ授業の授業評価、学校間交流学習における授業

設計モデルに対する評価方法の検討、デジタル教材活用支援サイトにおける教材評

価基準の分析、小学校における IT 活用授業の教育効果の評価、教育現場における

評価定時に関する事例研究、学習者の情報発信に視点をおいた非同期型e-Learning 
System、などがありました。 

(2)では、CCD カメラつきノートパソコンと無線 LAN を利用した校舎外学習の提案、空間的イメージを豊かにする立体的

な映像提示方法、TCP/IPの仕組みを理解するための教材開発、中学校社会科の教材開発などがありました。 
なお、当日の午前の座長を黒上晴夫先生（関西大学）に、午後前半の座長は鈴木克明先生（岩手県立大学）に、午後後半の

座長を山岸正明先生（鳥取大学）にお願いいたしました。紙面をお借りして感謝の意を表します。 
午後５時前、予定通り全ての研究発表を終え、研究会を代表して黒上先生の挨拶で閉会いたしました。当日は時雨模様の寒

い日となりましたが、テーマに即した多くの研究発表が集まり、会場内では終日熱気のこもった発表と討論が行われ、充実し

た研究会であったことを申し添えます。      １１月研究会開催担当：西田英樹（鳥取大学生涯教育総合センター） 
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2005 年度秋の合宿研究会報告 
 
 
 10 月 15 日（土）〜16 日（日）に、和歌山県田辺市に新しくできた「和歌山県立情報交流セ

ンター Big-U」を会場にして、「学力向上のために授業改善をどう進めるか」をテーマに秋

の合宿研究会を行った。授業研究のワークショップを中心に企画した研究会では、学力とは何

か、学力向上のための授業やカリキュラムはどうあるべきかについて、72 名の参加者による積

極的な学びが展開された。また、ワークショップの意義、特性等についても体験的に学ぶ場と

なった。会場を白浜温泉「湯処むろべ」に移した後も、懇親会（和歌山の名産品大抽選会と佐

伯先生の刺激的なご挨拶）、ナイトセッション、深夜の露天風呂ワークショップ（OBS=Open 
Bath Session、ミッドナイト・露天ワークショップ風呂等多数の名称あり）等において、引き

続き熱心な議論が繰り広げられた。 
 
 
１．基調講演＆ワークショップ 
 「ワークショップ研修の考え方と『真の学力』明確化・具現化ワークショップ」 
 鳴門教育大学の村川雅弘氏がワークショップの意義や特性について、多くの事例を紹介しな

がら解説した。教師が互いの経験や知識を出し合い、認め合い、つなげあう場としてワークシ

ョップを位置づけ、開発したワークショップ型研修の数々と実践によって得られた知見が示さ

れた。 
 引き続き、授業研究ワークショップのウォ

ーミングアップとして、ワークショップ型研

修ミニ体験『真の学力』明確化・具現化ワー

クショップが行われた。「私たちがこれから

の子どもたちも求める学力を具体的に考えよ

う！」という課題について、個々に付箋に書

いたものを 5〜6 人で整理・構造化を行い、

どのような学習がその学力向上につながるの

かを協議し発表した。 
 
 
２．授業研究のワークショップ 
 ３会場にわかれ、３つのワークショップを

同時並行で行った。参加者の感想では、すべてのワークショップに参加したかったという声も

あったほど、それぞれのワークショップは充実したものであった。また、そこで取り上げられ

た実践事例と、配布された詳細な実践資料が高く評価された。 
 
（１）ワークショップ型授業分析による子どもの「学び」の追究 
 和歌山県の熊野川小学校、山中昭岳氏の総合的な学習の実践（環境教育）を採り上げ，その

様子を録画したものをワークショップ型授業分析により検討した。この授業は、6 月 12 日放送

の NHK 教育『わくわく授業』で放送されたものである。村川雅弘氏によって、ワークショッ

プの進め方が解説された後、実践の紹介が行われ、村川研究室のスタッフの支援によりカリキ

ュラムマネジメントモデルに基づくワークショップとグループ発表が行われた。ワークショッ

プではベテラン教師と若い教師、和歌山大学の学生が一緒になって山中氏の授業や手だてにつ

いて熱心かつ楽しく協議・分析した。特に、若い教師や学生は総合的な学習の授業を計画・実

施していく上で必要とされる「子どもの実態を踏まえた教育目標の具現化」「実践を支える人

的・物的環境整備」「学級の風土や雰囲気づくり」「家庭・地域との連携・協力」等のてだて

について広く・深く学ぶ機会となったようだ。 
 
（２）「授業力」の自己点検・評価   
 和歌山県御坊市立藤田小学校、桑木義典氏の算数の授業実践事例をもとに、子どもたちの学

力向上に資する教師の「授業力」を整理し、参加者個々に，自らの「授業力」を点検し、改善

ポイントを同定するという活動が行われた。 
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 ワークショップの前半では、大阪市立大学の木原俊行氏による趣旨説明と進行の確認後、実

践事例の紹介が行われた。それをベースに学力向上を目指す『授業力』リストの作成がグルー

プごとに行われ、それらを統合して『授業力』リストが作成された。後半では、『授業力』リ

ストに基づいて、自己点検を行い、それを踏まえた上で『授業力』向上のためのアクションプ

ランの構想発表が行われた。 
 
（３）ウェブ・ティーチング・ポートフォリオをつくろう 
 兵庫教育大学の永田智子氏によるワークショップでは、これからの教師の授業研究コミュニ

ティを形成する媒体のひとつとして、Weblog の活用が提案された。まず、ウェブ・ティーチ

ング・ポートフォリオに関する解説がなされた。次に、受講者全員で、用意された Weblog を

使って、新しい記事（エントリー）を投稿する方法、コメントやトラックバックをする方法を

確認した。また、方法の確認と並行して、Weblog 上で受講者同士の授業研究（ワークショッ

プでの課題は「学力」）に関する意見交換を行った。受講者は、Weblog を使っての受講者同

士のオンライン交流の体験を通して、こうした新しいツールを自らの授業研究にどのように活

用できるかを考えるよい機会となった。 
 
 
３．ナイトセッション 
「教育現場の悩みと，その原因および解決策についてのワークショップ」 
 ナイトセッションでは、金城学院大学の長谷川元洋氏、富山大学の高橋純氏、和歌山大学の

豊田充崇氏の３人の若手研究者の企画、進行によって行われた．参加した現場教員が，これま

でに成功したと考える IT 活用等の実践を発表し，ディスカッションを通してその成功の要因

を検討した．和気あいあいとした雰囲気で，参加者同士で様々なノウハウの共有ができた． 
 
 
４．ワークショップ解説とディスカッション 
 前日からの雨があがり、２日目は青空のもと夜遅くまで議論した疲れも見せず、参加者は会

場に集合した。 
 コーディネータの上越教育大学の南部昌敏氏の進行により、前日に行われたワークショップ

の概要と方法論について、村川雅弘氏、木原俊行氏、永田智子氏から報告及び解説が行われた。

その後、ワークショップの方法論に関しての意見交換がフロアを交えて行われ、従来の授業研

究とワークショップの違いや、ワークショップを成功させるポイント等について確認された。 
 
 
５．特別講演「本当の学力を伸ばす授業」 
 最後に、青山学院大学の佐伯胖氏による講演が

行われた。発達心理学の知見に基づき、ヒトの「学

ぶ」力の発達、他者と恊働する知能、心の理論等

について、哲学的、教養的な視点で話が進められ

た。参加者は、「教育学とは、子どものアクショ

ンに対する大人のリアクションの学」、「子ども

に身を置いて、子どもの『学ぶ力』にゆだねる」、

「教室は共同的意味生成の場である」等々の含蓄

のあるフレーズを反芻しながら帰途についた。 
 
 
 以上のような内容により、学力向上のための授業改善のあり方と、それを実現するためのワ

ークショップの方法論を参加者がそれぞれに主体的に、体験的に学ぶ場となった。 
 なお，本合宿研究会の運営にあたり、わかやま IT 授業研究会、ねっとわ〜く熊野の先生方

にたいへんお世話になった。また、和歌山県情報交流センタービッグ・ユー、和歌山県教育セ

ンター学びの丘の方々には、会場見学ツアー（自由参加）の開催等ご協力いただいた。 
 紙面を借りて、ご協力に厚く御礼申し上げる。  
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平成 17 年度産学協同セミナー報告 

「フロア参加型ワークショップ研究会～普通教室におけるパソコン活用のための 

『ヒト・コト・モノ』をデザインしよう～」 

 
 標記セミナーが、平成 17 年 11 月 25 日（金）午後 1:30～5:00 に、東京都港区のジャストシステム東

京支社 7 階｢カンファレンスルーム｣において、20 数名の参加者を得て開催された。今回のセミナーのテ

ーマは、普通教室におけるパソコン活用に焦点をあて、そのためのデザイン方略について、ハード環境、

教育ソフト等のツール、情報教育カリキュラム、情報化推進のための研修・支援体制等を含む広い視点

から考えることであった。 

 e-Japan 重点計画では、2005 年度末までに全ての普通教室へパソコン 2 台を設置し校内 LAN に接続

してインターネットが利用できることを目標としている。しかし、あと半年を残すのみではあるが、そ

の実現にはほど遠いのが現状である。このような状況をふまえ、学校の普通教室でのパソコン 2 台の設

置および学力向上のための有効活用に向けて、学校現場・教育委員会と企業、そして大学の叡智を集め

て、アクションプランを共創することを本セミナーの目的とした。そのために、フロア参加型のワーク

ショップを実施した。 

 まず、企画委員の村川雅弘（鳴門教育大学）より、セミナーの趣旨説明があり、続いて、ワークショ

ップという手法に関するオリエンテーションがなされた。実際の教員研修の場で行われたワークショッ

プを例として、活動場面や成果物の写真をふんだんに提示しつつ解説いただいた。 

 次に、ワークショップに先立ち､現状を把握し情報を共有しておくために、4 人の異なる立場の話題提

供者からシステムのデモや実践報告をしていただいた。村岡明氏（株式会社ジャストシステム）からは、

情報モラル教育の考え方・取り組み方をご提案いただいた。森下耕治氏（光村図書出版株式会社）には、

教科書と連動したデジタルコンテンツをご紹介いただいた。和氣正典氏（品川区教育委員会事務局）か

らは、教育行政に携わってきたご経験に基づいて小中学校でコンピュータを活用していく際の障害や考

慮すべき点についてお話いただいた。高橋純氏（富山大学）には、現場志向の研究者の立場から、学校

におけるコンピュータ管理の問題点などをまとめていただいた。 

 4 人の方に話題提供をいただいた後、ワークショップに入った。事前にとった希望に基づいて、①ハー

ド環境の整備促進、②学力向上に寄与する教育用ソフトの開発、③情報教育のカリキュラム（小中高）、

④情報モラル教育、の 4 テーマにわかれて問題整理と戦略提案に取り組んだ。グループは、研究者、企

業関係者、実践者らをバランスよく含むように配慮

した。討議は大きく 2 つの段階にわけられる。最初

の段階は、自由にアイデアを出し合う段階である。

ここで参加者らは、模造紙上に、アイデアを書きと

めた付箋を貼り付けていった。様々な背景を持つグ

ループメンバーがそれぞれの立場からアイデアを出

しあう活動によって、参加者それぞれが、多視点的

に問題を把握することができたと考えられる。これ

は、今回の産学協同セミナーの意義の一つである。

次の段階では、参加者らは、出されたアイデアを構
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造化することを通して課題解決のための方略の立案をおこなった。グループ討議が行われている間、村

川を初めとする企画委員が各グループを巡回し議論を盛り上げるとともに、考えを深める手助けをした。 

 短い休憩をはさんで、各グループから成果の発表を行った。「ハード環境の整備促進」グループは、

家庭、学校現場、教育委員会、自治体において必要となることをまとめた。例えば、教育委員会では「企

業と折衝のできるだけの知識を持つ職員の育成」、学校現場では、「効果が実証されている利用事例の

蓄積」や「研修時間の確保」の必要性が指摘された。 

 「学力向上に寄与する教育用ソフトの開発」グループは、アプリケーションソフトによる学習の支援

を、インプット（知識やスキルの獲得）の支援とアウトプット（知識の利用、情報発信）の支援にわけ

て整理した上で、学習者の興味関心を喚起する重要性を指摘した。 

 「情報教育のカリキュラム」グループは、企業が情報教育に期待すること、大学生が情報教育に望む

こと、大学や高等学校の教師が学習者に伝えたいと願っていること、の３点を軸に情報教育の現状と問

題点をまとめた上で、情報教育を一つの教科に封じ込めてしまわずに、様々な教科や様々な場所におい

て実施していく「ユビキタス情報教育」の必要について述べた。また、そのような学習環境の実現を妨

げている教師（学校）側の問題と、学習者側の問題について提示した。 

 「情報モラル教育」グループは、情報モラル教育という用語の多義性、あいまい性について述べた上

で、教師の意識改革や、保護者と学校の連携等の必要性を論じた。また、「できるところから始める」

ことの大切さを指摘した。 

 それぞれの発表に対して、原克彦氏（目白大学）からは研究者の立場から、津田秀明氏（株式会社内

田洋行）からは企業の立場からコメントをしていただくとともに、参加者も加わって総括的議論をおこ

なった。これらの議論をとおして、参加者それぞれが、新しい視点に気づき、今後考えるべき問題を把

握することができたと思われる。 

 今回の産学協同セミナーの目玉の一つは、ワーク

ショップ形式を導入したことである。講演会形式の

セミナーと違って、ワークショップという形式は聴

講者への負荷が大きい。ただ座って話を聴いている

だけではなく、自らが積極的にアイデアを提示する

とともに、メンバーと一緒にそれを統合していく知

的な努力を要求されることになる。このような負荷

の高さに尻込みをしてしまった会員の方が少なから

ずいたのではないかと想像する。このことが、今回、

参加者があまり多くなかった一因ではないかと思う。

しかしながら、会場にいた一人として思うことは、これほど、面白く、刺激的な機会はあまりないとい

うことである。様々な人々が、それぞれの立場から意見をぶつけ合うことによってアイデアを創発して

いく楽しさは格別であり、機会があれば、是非、もう一度やってみたいと思っている。そして、次回は、

もっと多くの会員の方と、このスリリングな経験を共有したいと思う。 

 末尾ながら、本セミナーを開催にあたり、会場を提供してくださったジャストシステム様、また、お

忙しい中、話題提供者、コメンテーターとしてセミナーを盛り上げてくださった先生方、そして、有意

義な時間を一緒に作ってくださった参加者の方々にお礼を申しあげたい。（文責 鈴木栄幸） 
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中日教育工学研究推進フォーラムに参加して 

 
学会副会長・国際交流担当 山西潤一（富山大学） 

 
 中国と日本の教育工学研究の交流を

推進する目的で、中日教育工学研究推

進フォーラムが 11 月 21 日、22 日の 2
日間に渡って広州、華南師範大学で開

催された。長年中国との交流を推進し

てこられた坂元昴 JAPET 会長を代表

に西之園晴夫副代表、赤堀侃司学会長、

山西潤一副会長、近藤勲理事他 15 名

の研究者が参加し、多くの中国研究者

との交流を深めることができた。初日

の 21 日はお互いの研究成果を発表す

る全体会を行い、翌日はそれをうけて

4 つの分科会を行った。             全体会で挨拶する坂元昴 JAPET 会長 

全体会では、始めに華南師範大学教 
育技術学院長の李氏の司会により、華南師範大学副学長の炊氏と JAPET 会長の坂元氏が挨拶

を行い、続いて日中の研究者による講演が行われた。以下、講演内容を簡単に紹介する。坂元

氏は、ネットワーク社会における教育工学の再構築について、ｅラーニングが普及することに

よりもたらされる影響や役割の変化について講演した。続く、南西北師範大教授は 80 年代か

ら 2000 年代までの中国教育技術学の発展の歴史について講演した。特に電化教育（視聴覚教

育）や情報技術教育から、今後は情報化に対応した教育研究の必要性について力説された。西

之園仏教大学教授は学習環境デザインと自律協調学習、遠隔教育について講演され、創造的、

能動的な活動ができるための学習環境や指導法研究の重要性について述べた。何北京師範大学

教授は教育技術学の定義と体系について、教育を重視した新たな技術化教育の定義と必要性に

ついて述べられた。赤堀東工大教授は教育メディアの教科教育への活用について、マルチメデ

ィアやシミュレーションを使った教材が及ぼす効果について述べると共に、個別学習から協調

学習への研究の重点が移っていることなどを述べた。山西富山大教授は日本における「教育の

情報化」の現状とモバイルコンピューティングの教育利用への試みについて述べ、特に TV 電

話機能を持った携帯電話での実践を紹介し、子どもの学習能力を高めるための携帯情報端末の

可能性について述べた。王中央電教館副館長は中国の小中学校における教育技術の利用状況に

ついて述べ、中国でも日本と同様に IT 環境の維持管理が問題になっていることや、中国の教

育の情報化に関する重点政策として、貧しい地域に対する遠隔教育、全国的な学力レベルアッ

プ、IT を使った指導方法の改善などについて述べられた。南部上越教育大教授は小学生に Web
情報に対する批評的な態度を育成する必要があるとし、ウェブリテラシーを育成するための学

習プログラムの開発について述べた。最後に黄北京師範大教授は、中国における遠隔教育技術

の開発やインフラ整備の現状を述べ、CERNET と呼ばれる 2.5G の高速ネットワークが中国の

クオン、赤堀韓日教育工学会会長等と 



 

 - 13 -

30 都市以上で結ばれていることや、60 以上の遠隔教育大学において 300 万人以上が受講して

いること、1.8 万科目にも及ぶ Web 教材が用意されていることが報告された。 
22 日の分科会では、中国各地から参加した大学研究者および大学院生と日本の教育工学研究

者が、１）教師教育、２）情報教育と教育の情報化、３）学習環境デザインと遠隔教育、４）

教育メディアと教科教育への活用、の 4 つのテーマに分かれて活発な議論を行った。教師教育

分科会では、祝華東師範大教授の「教師教育に寄与する教育工学：その歴史と事例」、南部上

越教育大教授の「情報化推進リーダの役割」の話題提供の後、ＩＣＴを活用した学習指導に関

する研修内容、研修後のフォローアップの方法等、情報教育を推進するための教師教育の内容

と方法に対する活発な質疑が行われた。情報教育と教育の情報化の分科会では、山西富山大教

授の「日本における情報教育の進展と課題」、董東北師範大教授の「中国における小中高校の

情報教育の進展と現状」の話題提供の後、中国のカリキュラム改革、学習コースウェアの質や

開発負担の問題等大学院生を交えた活発な議論が行われた。学習環境デザインと遠隔教育の分

科会では、西之園佛教大教授、張香港公開大教授、加藤岐阜大教授の 3 名が、「学習環境デザ

インと遠隔教育」というテーマに沿って

それぞれ専門の立場から実践事例をもと

に話題提供した後、メタファによる学習

環境デザインの問題、ネットキャンパス

における同期、非同期の問題等を中心に、

強い関心を示した大学院生達と時間を延

長する程の議論が行われた。教育メディ

アと教科教育への活用の分科会では、謝

華南師範大教授の「情報教育のインスト

ラクショナルデザイン」、蒋全国情報教

育研究実験校指導員の「中国農村部小中

学校支援プロジェクト」、影戸日本福祉     体育東路重点小学校での情報教育 
大教授の「教員の資質と IT 環境」の話 
題提供の後、日中両国の ICT 教育の改革の方向について積極的な討論が行われた。 

22 日午後はコンピュータ利用教育や情報教育を積極的に行っている重点学校、天河区体育東

路小学校を訪問した。生徒 1422 人、31 クラス、教師 77 人のうち情報技術教員が 3 人とのこ

とであった。コンピュータは全校で 320 台、3 つのパソコン教室があり、全ての教室に最新式

プロジェクタ、実物投影機、パソコンが設置されていた。IT を積極的に活用した英語と情報技

術の授業を参観したが、IT の利点を生かした教育方法と児童の活き活きとした学習態度が大変

印象に残った。IT の利活用によって、児童の学習成果が高められたのみならず、教師の教育技

術を伸ばすことができたと莫学校長が力強く話されていた。 
僅か 2 日間ではあったが、我が国もポスト 2005 に向け、新たな教育の情報化が求められる

なか、中国の教育改革や情報化にかける勢いを感じ、大変素晴らしい研究交流が持てた。 
最後に、フォーラムの開催にあたってお世話頂いた、李華南師範大教育技術学院長、徐同大

教授、近藤岡山大教授に感謝するとともに、今後の両国教育工学会の交流の発展と成果を期待

したい。 
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「論文投稿者・査読者・編集委員との懇談会」の報告 

編集長 清水康敬 
 

徳島大学で開催されました第 21 回全国大会の第 2 日目(9 月 24 日)の午後、全体会の前に「論

文投稿者・査読者・編集委員との懇談会」が 30 分間開催されました。この懇談会は、最近本

学会にたくさんの論文投稿がされるようになりましたが、以下に示します種々の問題点も出て

きましたので、編集委員会から大会実行委員会にお願いして開催させていただきました。 
（１） 内容的に優れていると思われる論文でも、その書き方が不十分であるために採択され

ない場合や、査読の過程での指摘に苦労する場合があったこと。 
（２） 論文数が多くなりましたために、査読の経験の浅い会員にも査読をお願いすることに

なっていますが、学会の査読の在り方が十分伝えられていなかったこと。 
（３） 編集委員の間でも、査読の結果の書き方や返戻文の書き方が十分な統一がとれていな

かったこと。 
（４） そのようなことから投稿者からの意見をいただくことが増えてきたこと。 
 このような状況の中で以前から学会ホームページで公開していました「教育工学論文のまと

め方と投稿論文の扱い」を再検討して改訂版を以下のサイトに掲載しましたので、この概要を

全国大会のおりにご説明して、ご意見をいただくとともに、ご質問に答えることにした次第で

す。 
http://www.jset.gr.jp/thesis/guideline_01.html#1 

 この懇談会の計画時には、どのくらいの会員が参加していただけるか気にしていましたが、

当日は会場いっぱいに近い大勢の会員が参加していただき、論文投稿と査読の在り方に関する

関心の高いことがよく分かりました。 
当日は、矢野米雄副編集長の司会によって懇談会を進行されましたが、まず、私から上記の

論文のまとめ方と扱いについて説明をさせていただきました。ただし、短時間に全体の構成等

を説明したに過ぎませんので、是非上記のサイトをお読みいただきたくよろしくお願いします。

その後、多くのご質問やご意見をいただきましたが、論文投稿とその査読について真剣に考え

ておられることを強く感じました。その際、返戻文の書き方についてのご意見もありましたが、

私が編集長に再就任しましてからは、返戻文の確認と加筆訂正を私がさせていただいておりま

す。また、査読結果の書き方の例を示して査読者と論文担当に送ることにしています。その結

果、最近は次第に修正が少なくなって参りました。 
今後も編集委員会としましては、論文投稿者や査読者、論文担当者、並びに全会員からご意

見をいただきながら、査読の安定性と迅速化を図りたいと考えています。 
なお、先の編集委員会においてこの「論文投稿者・査読者・編集委員との懇談会」が非常に

評判がよかったとの意見が多数出ましたことから、来年度の全国大会でも同様な懇談会の開催

について大会実行委員会にお願いすることとしています。 
会員におかれましては、引き続き多くの論文が本学会の論文誌に投稿いただきたくよろしく

お願いします。また、多くの会員に査読をお願いすることになりますことから、学会のために

ご協力をいただきたくどうぞよろしくお願い申し上げます。また、編集委員会への支援もよろ

しくお願いします。 
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日本教育工学会第 11 期第 5 回理事会議事録 
 
日 時：平成 17 年 11 月 26 日（土）15:00～17:00 
場 所：キャンパスイノベーションセンター805 会議室 
出 席：赤堀侃司会長、永野和男副会長、矢野米雄副会長、山西潤一副会長、池田満、植野真臣、 

大久保昇、黒上晴夫、向後千春、近藤勲、澤本和子、清水康敬、下田昌嗣、中山実、永岡慶三、 
堀田龍也、村川雅弘、山内祐平、事務局：吉井、長谷川、磯野、服部 

 
１．第 11 期第 5 回理事会・評議員会議事録を資料のとおり承認した。 
２．会員の移動について承認した。 

新入会員 32 名(正会員 20 名、学生会員 11 名、准会員 1 名)、(2)退会会員  4 名(正会員 2 名、学生会員

2 名) 
３．各種委員会報告について 

(1) 編集委員会  清水編集長から、資料 3 に基づいて論文誌の編集状況が報告された。また、徳島大会で

開催した懇談会は好評であったので、定例化できるよう大会企画委員会依頼することが報告された。英

文誌に和文誌に掲載された論文の英文アブストラクトを掲載することが決められた。 
(2) 研究会委員会  黒上理事より 11 月 19 日に研究会を鳥取環境大学で開催され、次回、1 月 28 日に大阪

大学で開催することが報告された。 
(3) 企画委員会  村川理事より 10 月 15～16 日に秋の合宿、11 月 25 日に産学協同セミナーを開催したこ

とが報告された。 
(4) 大会企画会委員会  矢野副会長から、徳島大会開催について報告があった。 
(5) 顕彰委員会  研究奨励賞の候補者推薦の依頼があった。 
(6) 将来構想委員会  赤堀会長から、教育工学の関連研究が広がっているので、会長、副会長が本学会の

重点課題を検討し、将来構想を次回の理事会に提案する旨が報告された。山西副会長から中日教育工学

推進フォーラムについて報告があった。 
(7) 会員拡大委員会  堀田理事より、資料 4 に基づいて会員拡大案の説明があり、これを検討した。 
(8) 広報委員会  ニューズレターVol.141 の台割について資料 5 に基づいて審議の上、執筆依頼した。 

４．その他 
(1)科研費の申請について  永野副会長から、IT を用いた学力向上に関する学会での課題を検討するために

科学研究補助金を申請したことが報告された。 
(2)協賛名義使用 2 件を承諾した。 
・第 3 回全国プレゼンテーションコンテスト(全国プレゼンテーションコンテスト) 
・第 5 回産業技術交流会(日本知能情報ファジイ学会) 

(3)本学会への広報 
・平成 17 年度工学教育連合講演会共催に対する御礼((社)日本工学教育協会) 
・第 7 回 DSPS 教育者会議への協賛の御礼 
・第 21 回ファジィシステムシンポジウムへの協賛の御礼 
・東京学芸大学大学院連合学校教育研究所、学校教育研究論文集第 12 号 
・先進 IT 活用教育シンポジウム in 京都((財)コンピュータ教育開発センター) 
・「幼児教育と小学校教育をつなぐ」(お茶の水大学子ども発達教育研究センター) 
・メディア教育研究((独)メディア教育開発センター) 

(4)今後の理事会の日程について  
第 11 期第 6 回理事会：平成 18 年 1 月 28 日(土)15:00～17:00 
第 11 期第 7 回理事会：平成 18 年 3 月 25 日(土)15:00～17:00 
第 11 期第 8 回理事会：平成 18 年 5 月 13 日(土)15:00～17:00 
第 11 期第 9 回理事・評議員(合同)会：平成 18 年 6 月 17 日(土) 
第 11 期第 10 回理事会：平成 18 年 7 月 15 日(土)15:00～17:00 
第 11 期第 11 回理事会：平成 18 年 9 月 16 日(土)15:00～17:00 
第 11 期第 12 回理事・評議員(合同)会：平成 18 年 11 月 4 日(土) 
第 11 期第 13 回理事会：平成 18 年 11 月 25 日(土)15:00～17:00 
第 11 期第 14 回理事会：平成 19 年 1 月 27 日(土)15:00～17:00 
第 11 期第 16 回理事会：平成 19 年 3 月 24 日(土)15:00～17:00 

以上 
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新入会員 (2005年9月16日～2005年11月23日) 

正 会 員 ２０名 

権藤 眞織(近畿大学豊岡短期大学) 
新庄 祐史(NTT東日本) 
下井 信浩(東京工業高等専門学校) 
平野（小原） 裕子(九州大学) 
中野 裕司(熊本大学) 
山野井 一夫(筑波学院大学) 
大倉 良昭(徳島文理大学) 
森川 富昭(徳島大学病院) 
越川 徹郎

(東京学芸大学附属世田谷小学校) 
風間 吉之
数登 直樹(行方市立北浦中学校) 
難波 久美子

藤本 竜之介(熊本県立大学) 
浅沼 優子(岩手県立大学) 
國宗 永佳(信州大学) 
江藤 由布(近畿大学附属高等学校) 
Jones Brent Allen(神戸学院大学) 
金 群(早稲田大学) 
米澤 義道(信州大学) 
常陰 則之(兵庫県立教育研修所) 

准  会  員  １名

稲月 明子(神戸市立有野東小学校) 

学 生 会 員 １１名

稲井 達也(筑波大学大学院) 
森 祥友(関西大学大学院) 
坂田 篤志(関西大学大学院) 
地里木拉提 特里瓦尓迪

(東京電機大学大学院) 
安倍 冨士男(岩手県立大学大学院) 
佐藤 篤(岩手県立大学大学院) 
遠山 仁美(名古屋大学大学院) 
加藤 弘通(京都大学) 
〇〇 〇〇(大阪大学) 
太田 浩子

(県立長崎シーボルト大学大学院) 
岡田 悟(信州大学大学院) 

学会日誌

２００６年

１月２８日（土）理事会・編集委員会（CIC） 
１月２８日（土）研究会「学習理論と学習環境の拡張」（大阪大学）

３月１１日（土）研究会「教育の情報化～ポスト２００５年の教室～」（金沢大学）

３月２５日（土）理事会（CIC） 
３月２５日（土）～３月２６日（日）冬の合宿研究会（東京都内を予定）

５月１３日（土）理事会（CIC） 
５月２７日（土）研究会「子どもとメディア」（奈良教育大学）

お問い合わせ先（E メールアドレス） 

◆ 論文投稿に関するお問い合わせ・・・・・・・・編集委員会（editor@jset.gr.jp）

◆ 研究会の開催についてのお問い合わせ・・・・・研究会事務局（jet-branch@nime.ac.jp）

◆ ニューズレター編集に関するお問い合わせ・・・広報委員会（kouhou@jset.gr.jp）

◆ その他の掲載記事に関するお問い合わせ・・・・学会事務局（office@jset.gr.jp）

広報委員会 
編集長：清水康敬，編集委員長：堀田龍也，委員：山西潤一，石塚丈晴，高橋 純 

（独）メディア教育開発センター堀田研究室  E-mail: kouhou@jset.gr.jp 
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